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植物性神経系統研究ノ準歩護迷ハ比較的最近ノ事ー属スト雌モ其研究ノ端緒ハ抗

ニ250年前ニ初7 リ主トシテ英園生理製者J研究ニ待チシモ／ナリ，印チ不随意紳経系

統（involuntary nervous system）ノ命名者タル Gaskell叉自律耐｜株主系統（Autonomic

neJTous system）ノ命名者タル Langley 等ノ ー人家輩出セシト雌モ其研究ハ主 トシテ

解者I］組織撃的方面ニ止7 リ薬物感的研究ハ比較的不充分ナリキ， 英園ニモ欠fデ｛弗闘撃

波ニモ之3ゲ研究接頭シ巴里ノ解剖l家 Winslow ハ此qi1!1皇室系統~n チ首時肋間榊粧 Interco

stalnerv. ト稿セラレ シi1i1j1経ハ種々ナル臓器ト開係アリ，叉此等テ連絡シJlツ是ニヨリテ

喜怒哀楽（sympathieen.）ガ支配セラルJレモノ ト考へ1732年是ニ大交感神経，（legrand 

sympathique）ナル名栴テ輿ヘタリ n 之 レ交感l]iljl経ナル名栴ノ起源テナス，近年ニ至リ

濁逸摩・汲モ之カ許研究ニ従事シ Muller,Eppinger, Hess ノ：如キ大家ノ積出テ見Jレニ至レ

リ， Mullerハ彼ノ庚汎ナル著書：ノ第一版ニハti［（物性前11経系統 Vegetatives N ervensystem 

ナル名稽テ附セシガ其第二版ニハ生活紳粧 Levcnsnerven ナル表題テ附 シタ リト雌モ，

植物性神経系統ナ Jレ名栴ハ自律制［1経系統十Jレ名郁 ト同一ノ意味ニ於ア現今一般的ニ庇

ク使用セラ Jレルニ至 レリ。 耐シテ絃ニ薬物撃的並ニ臨床的方面ニ向ツテ一大改準テ興 ．

へタJレモノハ Eppingerund Hess ノ雨氏ーシテ同氏等ハ1909年 一人類ニハ交感神経性

緊張ノ高キ人アリ。斯ノ ：如キ人ハ高lj交感ifi1j1経緊張弱ク，叉副交感神経緊張ノ強キ人ハ

交感神経緊張弱ク． 前者テ交感神経緊張家 Sympathicotoniker後者ラ迷走利l経緊張家

(Vagotoniker) ト稿スルコトテ主張セリ。 爾来世界各国ノ撃者ハ注意テ此方面ニ集注ス

ルニ至 リ， 基礎的方面ハ勿論ノ事臨林家モ亦此方面ニ向ツテ喚起シ続々トシテ新知見

／護見予見Jレト同時ニ叉一方種々興味アル解決ノ：事貸そ続出 シテ目下ハ一部研究家／

興味ノ中心タルノ槻テ呈スルニ至 レリ。

植物性神経トハ動物性神経（脳脊髄利1粧） ニ針 スJレ名稿ニ シテ身関内ニ管？ ｝レJレ生前



676 日本外科資曲第七答附録

機能中意志ニヨリテ左右シ得ラJレル機能テ支配スJレモノハ動物性科i経ーシテ意志ノ作

用テ蒙ラサーJレ機能gpチ腹部内臓，肘i，心臓，血管，内分泌器管ナド一般ニ平滑筋ヨリナ

Jレ臓器ノ；機能テ支配ス Jレモノハ植物性市中粧ナリ． 従ツテ植物性雨11経ハ賞ニ生命維持／

主要機能テ司Jレモノナリ。 叉中継神経系トノ連絡ラ遮断スルモ依然トシテ共機能テ継

続スルモノーシテ之テ槌物性機関ノ自律性ト名ツムク自律ifi1!1経系統ノ名アル所以ナリ n

身間中大多数ノ植物性機閥ハ交感nnJ1経ト副交感1神経トヨリ二重支配テ受クルモノナ

リ。此際交感神経ト副交感榊経トハ互ニ正反劉・ノ作用テ有ンテ相桔抗ス。例ヘパ心臓

ニ於テハ迷走紳経（副交感、系）ノ刺戟興資ハ心臓牧縮テ減退セシメ心博敢テ減少セシム。

促準栴It経（交感系）／刺戟興翫ハ心臓ノ牧対話テ強盛ニシ心博敢テ増加セシム， 叉胃腸ニ

就 テモ迷走刷l紅ノ刺戟興訟ハ蛸動テ盛ンー シ内臓i1i1J1経（交感系） ノ興曾ハ之7:j:J1附リス。

叉生殖器ニ於テハ L交感拘，，経ハ血管牧縮テ起シ骨盤伊11経（副交感榊経）ハ血管績張ア起

ス。 叉臨孔ハ瀕部交感市中経 J＇.興和 ニヨリテ散大テ来シ毛様iji1!1粧ノ興議ーヨリテ縮小テ

＊タス。如斯多クノ臓器ハ雨種／相反ス Jレ拾抗·l~l: qhj1粧支配テ受ナド14者ノ ）J相均等シテ

初メ テ生理的機能テ傍 i得ルモ ノナリ。

然レドモ亦臓器ノ官能ニヨリ テハ雨者共同的ニ作用スル場合アリ帥チ交感榊粧作用

／充準ト共ニ副交感i卵11経作用ガ減退ス Jレガ如シ。仔lいハ血康ガ上昇スル時ハ減歴i神経

ーヨリテ迷走市111艇中権及ピ交感神経i中植殊ニ血管紳経中枢ガ反射的ニ作用セラレ迷走

i1irp経ノ興｛L~及ピ交感神経緊張緩退ニヨリテ心臓ノ牧縮敢及ピ牧市16カガ減少シ血管中栢

ノ肺痔ニヨリテ血管描張ヲ起シ血座下降ノ目的ニ向ツテ共合的ニ作用ス。

此意味ニ於テ向著明ナ Jレ事寅ハ骨盤市『11粧（副交感神経）／興議ニヨリ肱’脱牧縮筋JJl交

縮ト同時ニ勝耽括約筋ノ弛緩テ来シ排尿テナス。然Jレニ交感111111粧ハ腸耽牧縮筋テ弛緩

セ シメ 肱・脱括約筋ノ i炊縮テ＊スモノナ Jレガ故ニ排尿ニ際シテ ハ交感i1i~t経緊張ハ減退セ

サソレ可カラズ斯ク シテ此雨雨111経ノ一方ノ緊張1C進ト他方ノ緊張減退トガ中極的支配ニ

ヨリテ調節セラレ生理的作用ア量産クソレモノナリ。

叉此南市111経ハ中権性刺戟ニヨリ常ニ或Jレ程度ノ興奮J伏態ニアリ此中極性興治テ共niFll

粧ノ緊張ト云フ，邸チ交感~~11粧ノ興奮ガ強キ時ハ交感神経緊張充進セリト云 ヒ， 迷走

i1i1j1経ノ輿訟蔭グシキ時ハ迷走iinl1粧充準AA態ニアリト云フ。而シテ交感榊経が興奮スレ

パ迷走示I~粧モ亦或程度迄興番手シ互ニ 1f1ff!Hlx態テ保 チ良ク 生理的作用テ維持ス Jレ モ ／ナ

リ ハ 然Jレ ニ何等カノ原因ー ヨリイr•J レカ 一方ノ興資方、究叡優越ス ）~際ハ途ニ共:zp:街llJ~態

ハ破レ政ニ病的症が：ト シ テ交感ifi1!1経緊~｛制k.i'xハ迷走剃l経緊張症欣ノ出現テ見Jレ。

従来ノ植物性雨，，，経系統ノ外科ハ主トシテ交感紳経系統ノ外科ーシテ 副交感剃l粧系統

ニ針スル外科的感用ハ唯迷走利l粧ニ針スル手術ア JI.- ノ~ .ニシテ併カモ~手術タ Jレヤ迷
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ーノ釦i]i*I経ノ縫合，減歴示Fil経ノ切除，頭部ニ於クル迷走~i1!1粧幹ノ切除，組蹄~i1j1純分校後共下

部ニ於テ迷走~j1j1経ノ切断， 横隔膜下ニ於ナ Jレ迷走i1irl唯ノ切断等ガ手術方法／全部ニシ

テ寅地ノ臆HJ7見タルハ減座ijirj 1粧ノ切除ト横隔膜下ニ於タ・ Jレ迷走11ir!1来~ノ切断位ニシテ

併壬共旋；用範国悩メテ僅ノj、ナリキ， 従 ツテ植物取11経系統ノ外科ト云ヒテモ共事賞ハ交

感ijilll経系統外科ノ範囲テ脱セずサキ。 而 シテ交感、福，，，経系統外科ノ：本＊ノ目的ハ此荊的

交感11irl1経緊張ノ際交感神経テ切断シテ共挺張ヲ低下セシメントスルーアリ， t£ツテ交

感耐jl粧ニヨリテ支配セラ JレJレ線テ J；器官ニ向ツア其態別テ見Jレベキナリ。 -i千人ノ身骨豊

中交感、i府11粧／支配予受ナ Jレ器官並ニ機能テ見Jレニ限腺（涙腺，唾腺，汗腺）呼吸器，消

化器，陣，肝，牌，腎，勝耽，輸尿管，生殖器，心臓，血？？，物質代謝 （水分，聾類，

含水提案，蛋白脂肪代謝）穂波水素L fオン「濃度，温調節，皮！蒔着色，立毛筋，横紋筋

緊張，臆反射，内分泌，内臓感覚等ナリ。従ツテ交感糾1絞系統ノタトキ：lモ交感神経ノ解

剖接的知見ト生現的作川二精通シ工＇ 'jl」之ヲ適用スルコトテれ｝パ醤製ノ l資汎ナ Jレ範闘

ニ亙リア共感Jo!J7見Jレベキナリ。

斯クノ如ク交感i1ir!1経系統ノ外科ハ重大ナ Jレ意義， 目的7,fjスト雌モ共手術ノ；最初ハ

全 ク臨林的経験ニヨル偶然ノ！協ニシア1883年英嘗 Alexanderガ島｜生横痢ノ治療トシテ

ー側或ハN~t則ノ脊椎動脈ノ結禁ヲ行ヒシニ偶々頭部交感ijil~粧ヨリ同動脈ニ至Jレ分枝テ

傷害シタル際ニ良好ナル結果テ牧メタ Jレニ出意シ夏ニ準ンテ：i察部交感補111経街iAA索及ピ

上頭神経節ノ切除テ創意セリ之テ以テ交感神経系統ノ外科ノ畿地語トナス。

共後 Kummell,Braun共他ノ諸氏ニヨリア追試セラレタ ）I-モ共効果確貰ナラズシテ

蹴楠設作ノ終熔ア見Jレコト極メテ稀ナリキ。此ノ Alexander ノ i梅林的経験ハ｛民令貫~~I:

鰯痢ニ針シテハ著効テ見Jレコト能ハずリシト雌モ， 頭部交感iFirJ1粧ニ針シテ手術可能ナ

Jレコトテ教示セ Jレモノニシテ交感紳経系統ノ ：外科護達ノ基礎テ浩レリ。

又一方ニ於ア交感~11ir!1経ノ生迎桜並ニ病理的研索漸ク旺盛トナリ交感＼ijl~I経ト内分泌腺

ト？をi接ナ Jレ相互関係テ有スJレコ ト叉心臓，肺臓，消化器官等＝劉・シ， 交感1fiq1粧ト副交

感神経トガ互ニ括抗的作用テイ丁ス Jレコト等鮮明ニナリタルテ以テ蕊ニ初メテ交感剃1粧

機能上ニ針ス Jレ手術的操作J1筆頭テ見Jレニ至レリ。

卸チ 1896年 Jaboulay ハ Basedow・ 民病ニ於7Jレm~球突出ト心惇克進ハ確ニ交感~itll粧

ノ興奮症Rkナリトノ Jl解ノ下＝頭部交感；1i1!1粧切除テ施セリ。共他線内陣，偏頭痛， 三

叉神経痛等二塁；1－シテ同級／ 手術テ試 Eタリ n

叉1899年 FrancoisFrank ハ狭心症ニ掛シ頭部交感11i1!1紅切11~，｛1~i ノイi効ナルコトテ説

キ1916年 Jonnescoハ之テ貰施セリ，積4テ多数追試者ノ報告アリ。此問 Bruningハ

頭部交感所！fl経切除術n菌感、症ノ範闘テ Raynaud 氏病，輩皮症， ’！と顔面萎新ii，噌II民性
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脳炎後ノ筋強直等ニ迄損大セリ 1923年 Kiimmell ハ気管枝日常息ニ挙lシテ顕部交感神経

切除術ノ効果アJレコトテ費表セリ。

斯ク f 如ク頭部交感市1f1粧切除術ガ漸ク其癌~症ノ範園テ横メツツア Jレ閉ー， 腹部交

感榊経ニ向ツテモ亦共切除術テ見Jレニ五レリ。 1896年 Jaboulayハ法出性膝開節炎並ニ

神経痛ニ針シテ下腹部紳経叢ノ切｜徐テ行ヒ，夏ニ同氏ハ 1900年太陽叢ノ伸展テ行ヒタ

リ＇ 1914年 Jianu ハ内臓市I~粧切断ト共ニ太陽叢ノ切除テ行ヒタリ. 1921年 Gomoinハ

同様ノ方法テ胃潰蕩，脊髄務ノ胃護症ニ~用シ Latarjet ハ是等ノ治療ニ向ツテ胃ニ分

布セラ JレJレ全榊経ノ切除テ行ヒタリ。

然レドモ悲ニ特ニ交感榊粧系統ノ ：外科／ ；設建ニ向ツ テ一新紀元テ事jシタルモノハ＠P

チ1914年悌醤 Lericheガ動脈外国交感神経切除術（PeriarterielleSympathektomie）ナル

新手術法テ護表シタ Jレニ在リ， 一度ピ手術ノ護表セラレテ以来季7倣界ニ亙リア大ナ Jレ

熱心テ以テ椴迎セラレ一般外科壊家ノ非常ナル好奇心テ喚起ス Jレニ至リ， 恰モ交感情，，

粧系統ノ外科ハ Lericheニヨリテ始メテ創立セ ラレタ Jレ如キ槻テ呈スJレニ王レリ。

Leriche ハ元来鞍傷ニ於ナル神経損傷後ノ祭養｜惇碍性潰蕩ニ向ツ テ此手術テ施シタ

Jレモノナリ，其他 Raynaud 氏病ニモ亦之テ~m セリ n 爾来全世界ニ亙リ テ多数ノ追試

者テ準IHセリ，就中 Bruningハ最モ熱心ナノレ研究者ニシテ感用ノ範囲ハ殆ンド同氏ニ

ヨリ テ横大セラレタルノ観アリ。印チ Raynaud氏病，特設脱痘，其他諸種脆f民間

敏性肢行症，築養障碍・M：潰傷， 共他諸種ノ慢性慣習喜， 骨開節結按， 静脈癌， 時鎖性

筋轡縮乃五硬直， 骨折治癒遅延セ Jレモ／輩皮症乃至象皮病及ピ浮腫共他ノ皮膚疾患，

切断端疹痛，→立榊経痛iキーニシテ殆ド四肢ニ於ナJレ疾病ノ大部分テ網続セリ。

而シテ一般ニ該手術テ施ス時ハ末梢部ニ皮！脅温ノ上昇テ来スモノナリ， Lericheノ粧

験ニヨレパ健側トノ最高ノ差ハ第6日ナリト云ヒ Bri.iningハ最高ノ差2.4庄一シテ第2乃

至第3日ニ シテ，第4日ヨリ他｛則ト患側 トノ差漸次減少ス Jレモ患ff!iJノ方常ニ高ク或Jレ例

ニ於 テハ術後5ク月 ι シテ向常ニj語、側ノ ：方1乃至2度モ高温ナ Jレテ粧験セリト云へリ。

余等ノ ii士宅ニ於ナル 1001徐例ノ経験ニヨレパ手術後概シテ 2日乃至4日位ニ皮膚温最

モ高ク上昇 シ4日－5日位ヨリ再ピ漸次低下 シ約2乃至3週間内外ニシテf也側ト ノ差異テ

認ノサケレモノ 長モ多シ，而 シテ最高ノ差ハ2.4度ニシテ温度ノ上昇最モ長ク漣績セルモ

ノハ24日間ナリ。然、Jレニ夏ニ同部ニ再手術 テ施セ シー皮膚温再ピ上昇シ44日ニ於テモ

向lji均Q.4度ノ上昇テ示セ Jレモノアリ 。

j折クノ如ク皮！荷温ノ上昇テ来スハ，皐意末＊＇~部ノ充血テ起セ Jレ謹嫁ナリト雌モ，人輯

ニ於テ直接流血量テ測定スJレコト困難ナルテ以ツテ余等ノ i教室ニ於テ小林，吉富岡博

士ガ犬ニ；枕テ術後末村1j肢／流血量テ担lj定セリ，共結県ニヨ レパ術後30分乃至1時間前後：
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ヨリ流血量ニ著明ノ減少テ＊シ次デ術後4時間30分乃至6時間20分ヨリ何モ皆流血量ノ

I曾量テ示 シ漸次共程度テ増加シ術後 16時間ヨリ術後4日ニ至Jレ迄ハ著明ノ増量テ示 ス

ト雌モ，術後8日ユ於テハ共程度減少ノ傾向テ示シ漸次減少シテ術後41日ニハ共流血量

殆ンド健側ト蟹リ無キニ至レリ。是ェ由ツア之テ観レパ人煙ニ於クル皮膚温上昇ト動

物質験ニ於ナノレ流血量ノ噌量トハ略ボ相一致ス Jレ所ニ シア卸チ動脈外国交感神経切除

術後ニハ或Jレ一定期間共末梢肢ニ充血テ護来スルコト明カナリ。然レドモ共充血ハ永

鞭的ノモノニゴドラス・シテ早晩手術前ノAA態ニ復蹄スJレコトテ知リタリ。

元来 Lericheハ末梢血管ニ於クル交感神経繊維ノ遠心性経路ハ主幹動脈ノ外園テ連

続的ニ走行ス Jレモ／ナリトノ推定／下ニ之テ剥離シ共遠心性経路テ遮断シ以テ末梢部

ニ肺痔性脈管嫡~l~ テ超サ シムペキ 目的テ以テ該手術テ遂行セルモノナ リ。然リト雑モ

主幹動脈-M~ニ末梢血管ノ交感ifri[l粧繊維ハ各部位ニ於テ断節的ニ IH請脊髄紳粧ヨリ共分布

テ受ク JレモノナJレコト明カナルテ以テ Lericheノ推定ハ根本的ニ誤レル事明瞭トナレ

リ。 叉 Simeoni(1921）ハ Leriche I説クガ如キ説明ニハ満足セズ他ニ何等カ I［京囚

アルモ ノト述べシガ Langley0923）モ亦同ジク術後ノ充血ハ遠心性経路I~塵断／結果

ニ非ラズシテ恐クハ求心事｜：経路ノ遮断ニヨ Jレモノナ Jレベシト注意、セリ。

余等ノ教室ニ於テ大津博士並ニ松岡博ゴー：ハ各々諸種ノ僚件ノ下ニ下肢ノ血流テ測定

シ共本態ヲ研究シ術後／末梢充血ハ全ク反射性ニヨルモノナ Jレコトテ確謹セリ。而シ

テ共反射刺戟ノ遠心性傍遠路ハ尚i根テ通過スル血管牧縮神経ニ非ラサソレコトハ腰薦交

感i1i1!1粧節AA索テ切除セ Jレモノユ於 テモ，下肢ノ血流建準セ Jレテ口、テ明瞭トナレリ。 然

ノレニ後根切断後ニハ動脈外聞切除術テ施スモ血流ェイ”I等ノ鑓1ヒナク叉後桜テ切断スJレ

コトナク唯草ニちに柏、神経ナJレ坐骨神経並ニ股神経テ切断ス Jレコト ー於テ動脈外壁切除

後ノ血流速進ハ起ラずJレナリ． 放ニ此遠心性繊維ハ後根テ通過シテ腰！馬交感神経節献

索テ通過セズ， 脊髄抑11経 ト共ニヨド：稿、ニ走行 シテ血＇l'i＇・ニ分布シ且ツ之テ鏑張セシム可キ

血管摘張紳経繊維ナ Jレコトテ立読セリ。

最近ニ至リ Lawen数段及ピ Lehmanモ亦此反射説テ提唱スルニ至レリ。

毛穴4デ余等ノ i数千jニ於タJレ臨林的成品iiテ見Jレニ動物質験成績ト全ク符告Iiテ合シ 何レ

モ井効果一時·l~I＝： ニ シ テ再登テ売がレス1 永続的効果ノ 1賃値少ナキコト明カトナレリ。

五五ニ於テ余ハ永続的効果テ望？ント欲スJレナレバ 末柏、血管＝分布スJレ血管牧縮榊れ

テ絶滅スル必要テ感ジ其目的ニ向ツ テハ .Lericheガ行へJレガ如キ輩ニ主幹動脈ノ外壁

テ剥離ス Jレノ Eーテハ無意味ナ Jレテ以ツテ 血管牧縮市1[1経ノ ：殻源地タル腰薦交感i1iq惟節

欣索ノ切除テ必要トスルコトテ直感セリ。然レドモ直チニ人暢ニ賎用スルハ徐リー早

計ナJレテ以テ先 ッー犬ニ於テ腰薦交感示1[1粧f：古紙索 ノ切除テ試 i下肢／ 血流 テ測定セリ



680 日本外科資繭第七唱を附録

（小林博士）。其結果余等ノ：橡想テ裏’切Jレコトナク，手術側末桁肢ノ静脈血ハ直ニ鮮紅色

テ皐シ流血量念蓮ニ増加シ共精加ノ程度ハ動脈外国交感神経切除ノ｜努ヨリ遺カニ大ニ

シテ且ツ長期間ニ瓦テ持積スルコトテ立謹シ得タリ． 且ツ賞験動物ハ術後何等一般扶

態ニ異費テ認、メずリシテ以ツア愈々人鯉ニ之レカ‘慮用テ決心セリ。而 シテ始メテ人間

ニ試 iタルハ大津博士ニシテ1925年1月ナリ。

卸チ余等ハ下腹部IE中線ニ皮切テ加へ洞腹的（transperitoneal）ニ第三腰椎ヨリ第三薦

骨椎ニ至Jレ間ノ交感神経節欣索テ連続的ニー側叉雨側切除テ行ヒタリ。而シテ特護脆

杭，問敏性肢行主i：，慢性化膿性骨髄炎，静脈怒張性潰蕩，開放・/ii；足開節結核， 紅斑性

痔痛症等ニ貫施シテ何レモ著殻テ納メ且ツ共受賞巣ノ永続性ナ Jレコトテ確ム Jレコトテ得

タリ。共等ノ臨休的成縞ハ大！EIS年日本外科感曾綿曾ニ於テ宿題報告ト シテ余ノ ：報告

セル所ナリ。

之レヨリ先キ1924年 Royle ハ背部ヨリ腰薦交感神経ノ交遁枝ニ逮シ之テ切除セリ，

併シ同氏ノ手術ノ国自句ハ交感11i~1粧ハ横絞筋ノ緊張テ可Jレモノナリトノ｛毘定ノ下ニ下肢

ノ詫摩性麻捧乃至強直エ針シテ腰薦交感神経ノ交通枝テ切除セ Jレモノニ シテ 余等ノ腰

J見交感利根節ilk索切除術トハ其意義目的テ異ニスルモノナリ。

余等ト同意義同門的ノ下ニ19万年9月米曹 Adsonハ腰薦交感補rj1経節切除術テ行へリ。

共ノ方法タノレヤ朋セス・シ テ余等ノ方法ト全ク同一方・法ナリキ。叉同年 10月悌曹 Diez

モ同一意義目的ノ嬬メニ同一手術テ行へJレコトテ護表 セリ。護表ノ順位ヨリ 言 フナレ

パ大津，人clson,Diez ノ順序トナリ大津防士ガ首然其 Prioritatテ得ル讐ナルペキ モ其

撲拷ハ人ノ勝ご下タルペシ。

斯ノ ：如ク殆ンド同年ニ相自~後シテ H，米，悌， ト遠隔セ Jレ土地ニ於テ期セズシテ同

一方法ノ手術テ開始セ Jレコトハtit界ノ曹事ガ殆ンド同一程度ニ進歩セルコト テ物語Jレ

モ／ナ 1）。 叉斯ノ如キ手術モ決シテ偶然突褒的ニ超レJレモ／ニ非ラ ズ シテ貴章ナル茶

礎欝星野ノ幾多ノ研究ガ共根定テナスモノナリ。 言ハパ一般欝製／準歩ノ賜ナリ。

数ナ月前関西曹司王ニ大阪欝科大身晃教授某テ題シLモルモツドヤ家兎ノ研究ヲサナカ、

ヨ無盆ノ研究ノ 如ク非難セ ｝~題目テ積 i 大準教授＝モ斯カ Jレ無定見ノ教授カAアルモノ

カナト心構ニ撞憾ニ思ヒ シ所ナリ 。 何レノ I片カ大鷲見ナ ルモノガ偶然突護スルモノー

非ラズシテ必ラス・大蛮見ニ建スル 迄ニハ幾多／貴重ナ Jレ研究ガ僧牲トナレルモノナ

リ，印チ大震見ノ アリシ共ノ常時ノ枇曾ガ之テ露出スJレモノナリ。故ニ一見無盆ノ如

ク見ユル些少タル動物質験ト雌決シテ無篠ニ非ラズシテヤガテハ集杭シ テ立誠ナル大

渡見ノ茶礎テナ スペキナ リ。

少シ ク飴談ニ渡リ シガ斯ク Ifl.「！クiflll腹膜的腰薦交感神経節欣索切除術が世界各国一
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於テ行ハJレJレニ至リシガ 1927年 Stahlハ前腹ヨリ後腹膜的経路ニ依ツア腰薦交感朋11れ

節欣索ニ建シ，第二腰部交通枝以下テ切断スル方法テ護表セリ，叉 Perpinaハ1929年

11月ニ Stab! ノ方法ト同様ニ所l腹壁ニテ胸高ヨリ鼠践靭帯ノ中央部ニ終Jレ縦皮切テ加

へ，後腹膜的ュ腰薦交感制1経節欣索テ切除セリ内

本年4月大津博士並ピニ青柳拳士ハ恥骨結節ノ上方約2糎ノ部位ヨリ上後方ニ直腹筋

外縁ニ泊ヒ，隣高ニテ前肢寵線上ニ終Jレ約20糎ノ弧欣皮切テ加ベ ヨたデ外斜腹筋テ筋

繊維ノ走行ニ従ツテ直線切開テ加へ 最後ニ直腹筋側線ニ縦切開テ施シ，腹膜テ開ク

事無ク後胞膜的ニ腰薦交感神経節欣索テ切除セリ。

本年3月 Rieder ハ直中線切開ニヨリ 後腹膜的ニ腰薦交感前＊経節ii~索ニ建シ交通枝 子

切断スルノ方法テ殻表セリ。

斯ノ如ク或ハ洞腹的ニ或ハ後腹膜的ニ腰薦交感神経告~j欣索ノ切除術ハ世界各園ニ於

ア施行セラ Jレルニユ至リシ事ハ下肢ノ諸種ノ疾病ニ針シ此手術ガ如何ニイi殻ナルカテ裏

書スJレモ／ニシテ余等ガ最初 Leriche f 動脈外園交感神経切除術ヨリモ腰薦交感利1帝；~

節秋楽切除ノ ；方著費支テ奏シ且ツ永続的ナリト動物質験成績予基礎 トシア 提唱セ シ事テ

立置セJレモノーシ テ余等ノ大ニ欣幸 トスル所ナリ。

_!:;fl!ノ虫JIク腹膜外法ニハ種々ナル皮切方法アリ， 凡ソ何レノ手術ニ封シアモ種々ナ

ノレ方法ヵー案出サノレJレモ／ニシテ例へパ甲7lk腺摘出術ニ於テモ Kocher ノ環ilk皮腐切開

テ好 ンデ行 フ人アリ，叉米闘方面ニ於テ ハ正中線切開 テ主ト シテ採用セリ 。 野口氏ハ

創届ノ 見エサソレ様ニ側頭部ニ皮切 テ加へ甲j伏線テ摘出スト聞ク． 之 レ各々人ーハ個性

アリテ己カ、好ム所ニヨルモノー シテ要ハ日佐甲＊腺テ摘出スル アリ。 之レト同様ニ腹薦

交感ijilll粧節切除争llj ノ際モイ~·I レノ皮切テ行フモ各々術者ノ ；好ム所ユ従ツテ勝手タルペキ

モ余ノ好ム所ハ大津， 青柳前氏ノ考案セJレ術式ナリ。

唯藷 ニ一言附加スペキハ本年日本外科事曾席上ニ於テ来須正男氏ガ新法ノ名 テ冠シ

テ護表サレ シ術式ハ全然 Perpina氏法ノ追試ニ過ギザルテ以ツ ア悲ニ製曾ノ属ニ特ニ

指摘ス。之レ同氏等ノ 協ニ~t: ダ惜ム所ナリ内

事暫ク飴談ニ属ス Jレモ若 シ：或ル人カ。或Jレ手術術式テ考案シタリトスルモ製曾等ノ 公

ノ揚所ニ於テ新法等ノ 名テ冠 セサ’Jレ方本人ノ属メナリ， イnJントナレパ人間ノ限リ アル

力テ以ツ テ庚キtit界 ノ文献テ悉 ク眼テ通スコト困難ニ シテ或ハ抵ニ先人ーヨリ テ施行

セラレタ Jレヤモ知レザルナリ。共レ故ニ護表サルル揚合ニハ手術ノ 方法術式サへ精争Ill

ニ報告 シ置サパ， 数年後ニ31ミリ若シ賂 シテ新法ナリセパ自カラ推奨セズトモ他人ヨリ

新法ト シテ自然ニ認メ来ルモノナリ。

倦列同腹的ト腹膜外的ト何レガ優越セ ｝~ ヤモ銃二~ペタルガ如 ク 人各々ノ 個性ニヨ
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リ叉熟練程度ノ如何ニヨリテ共撰樗賭テ異ニスルア以ツテ一概ニ論ジ能ハずJレモ余等

ノ経験ヨリ論スツレ時ノ、片側切除ノ揚合ハ臨膜外法テ取リ， 南側切除ノ際ハ洞腹的手術

法テ使ナリト思考ス。

以上腰薦交感市jt鰹節i/j:：索切除術ノ術式モ略.￥現在ノ術式テ以ツテ満足シ得ラ Jレルモ

ノ ー シテ将来 ト シテモ大ナル鑓化ア見ずJレモノト想像サ Jレ Jレモ共疾病ニ針スル油Rt€.症

等ニ就4テハ向勝来ノ研究テ待ツモノ；多々アリ。

頭部交感神経ニ針ス Jレ手術ニ就イテハ向ホ何レモ侍未成品ス問題ー シテ 勝来ノ研究

テ要スノレ所ナリ， 例へバ狭心症ニ封 シ共知覚可申経ナル頭部交感l神経特ニ星で紳粧節ノ

切除テ行フ事ハ狭心症ノ苦情ラ除去 シ得ラルルモ亦一方ヨリ考 7；レ時ハ狭心症ノ苦憐

ナJレモノモ心臓 ニ針スル一種ノ知魔保護症枇ナノレコ トハ争フ可カラザル所ニシテ， 此

苦情テ除去セルカ、震メニ患者ハ激動テ敢エテ成シ心臓麻痔ーテ死亡セノレ報公テ耳ニセ

リ。故ニ若シ斯 ノ－~ri キ手術テ行フナレパ飴程理解ア Jレ患者ニ限ツテ行フペキナリ。倫

ホ星で榊粧節ヨリ心臓ニ針シテ主要ナル分枝子分興セ Jレア以テ之テ切除スルコトガ

巣シ ア心臓ニ良影響テ及ボ、スヤ甚ダ疑ハシキ所ナリn 故ニ勝来研究テ要ス Jレ所ハ狭心

症ノ苦情テ全部除去セ ス、 トモ之レテ軽減セ シムJレ目的テ以ツテ軍一中頭神経節J切除

テ行フカ， 或ハ中頭ifilfl粧符'jJ；寄在セザノレ際ハ軍ユ欣索ノ iノ切除テ行フ等将来テ待ツ

モノナリ。

貫性顕痢，並ニ＇.~二民病ニ封シテハ既ニ宿題報告ニテ論ゼ シ如ク共殻果著明

ナラズシテ将来 トテそ恐ラク期待スJレ所砂ナキモ／ト想像セラ Jレ。

是ニ反シテ気管枝瑞息ニ針シテハ頭部交感神経切除術ハ最モ有意義ナル手術ノ ーナ

リ。

気管枝II尚息夕、今日迄一般ニ気管枝ノ疾患トシテ考ヘラ レタ Jレモノナリ。 卸チ迷走紳

粧緊張ニヨ Jレ気管枝ノ狭窄ト同時ニ気管枝粘膜ノ腫脹及ピ共分泌克進テ伴フモノー シ

テ此等ハ所謂しアナフイラキ シー寸叉ハLアレルギー「 ニヨリ テ護スルモ J トサ レタリ。

然レドモ既ニ張作ノ起レJレ際ハ其何種ノ過敏性ニヨ Jレテ問ハズ， Jt治療ニ謝スJレ薬

物ノ殻梨ニ就テハ略ボ相一致セリ，最モ能ク使用セラ Jレル薬剤ハLアドレナリ ン1トLア

トロピ ン1 ナリ此雨薬剤ノ殻JJテ比較スJレニしアトロピン寸八重症護作ニ封シ全ク無紋

ナJレ揚合屡々アルニ反 シしアドレナ リン「 ハ奏殻確貫ニシア共殻カノ程度ニ差コソ アレ

如何ナル重症瑳作ト雄全ク奏殺セサ・；レ場合 Tシ。 J-Lソ迷走神経緊張抗ノ治療 ニ向ツ

テハ共レト針立スル交J駒市粧テ刺戟 シ之テ緩和スルヨリモ， 直接迷走紳粧テ肺痔セ

シムル方遁ニ有殻ナリ，例へパ迷走利l粧緊張性遅脈ニハ Lアドレナリ ン寸ヨリ モLアト

ロピン寸ガー居有殺ナリ，従ツ テ気管枝哨息症ガ軍ニ迷走神経緊張ニヨル気管枝盛型経ニ
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テアルナレバLアドレナリ ン寸ヨリモLアトロピン寸／方ー居布妓ナルベキナリ。然ルー

事賞ハ之ト全ク反針セルコ l、ハ大ニ注目スペキナリ， 叉気＂€.・2枝H品i息、ガ輩ニ迷走府j1経緊

張ニヨルモノナレパ迷走神経テ切断スレパ直チニ張作ハ終惚スベキ筈ナ Jレモ事貰ハ是

一反シテ等ロ交感利l粧テ切除スル方ー居有殻ナリ， 斯カ Jレ賭ヨリ考祭ス Jレ時ノ、気ゲi'

枝n品目．ノ l京穫性病竃ハ交感紳紅系ノ疾患ニシテ気管枝平滑筋J!ij＼鍛ナ Jレ護作症・Ilkハ二

次的現象ナルコトハ凡ソ推知セラ JレJレ所ナリ。

辻教授ハ是ニ向ツテ興味アル解説テ興へタリ。 帥チ此ノ突強的気管枝痘単ノ成凶ハ

恰モLアレルギ一寸 ι ヨリテ著書麻疹ガ誘護セラ JレJレガ如ク急激ナル肺毛細血管ノ蟹化帥

毛細血管ノ損大及法出等ヨリ，反射的気管支：；：p:滑筋ノ軍縮テ来スモノ ト云ヘリ。 自［Jチ

念激ナ Jレ且ツ強度ノモ細管棋大及法問アJレ嬬 j 肺気胞ハ念ニ縮小シ且ツ強直テ起シ来

JI.-加之気胞ハ法出物ノ鵠メニ境審サJレ，従ツテ気胞内ニ吸策ノ際ニ空気ガ充分ニ進入

スル事能ハズ紘ニ於テ陥I建／自然的調節 トシテ気胞内ノ気匪テ高ム JI.-事ニ ヨリ出来Jレ

丈す其ノ気胞テ棋大セシ j ント努力ス， 而シテ気胞内ノ；累歴テ高ム Jレニハ吸気テ充分

ムナシ置キロ事長時ニ気管枝狭窄テ起サ シメ 同時ニ呼気時ニ使用スル筋肉テ緊張セ シム

Jレ事必要ナリ， 則チ斯カ JレLバハニ スム「ガ気管枝哨息ノ張作J ~j：態ト全ク一致ス Jレ

モノナリト言へリ。

f(Jjシテ余勺；ノ頭部交感！神経切除術テ行ヘル患者 I）経過テ観察スルーイ”Jレモ手術直

後II織息張作ハ急ニ軽快乃五終熔ス，共程度ハm：症ノモノ梓共妓泉額著ナリ n 偏側／頭

部交感神経テ切｜徐スル J tニ於テ著明ノ殺果テ奏ス JレコトアJレモ， 共破果著明ナラザ

Jレ｜際ハ夏ニ他側ノ頭部交感栴11絞テ切除ス Jレ時ハ殆ンド大多数ニ於テ哨息、護作テ終熔‘セ

シム Jレコ トテ得者リ。 然シナガラ余等ノ経験ニヨレパ此んかノ殻巣モ永続的ノ モノニ非

ラス・シテVキハ2｝う至3週間， 握キハヰミ少年位ノ間ニ再強シ＊）レモノナ Jレモ共程度ハ-T

術的ニ比シ テ脳メテ軒度ニ シテ患者ノ、感謝ノ意テ表スルテ常トセリ n

本手術／日j品目、ニ針ス Jレ蚊よ~ノ：本態ニ就テ余ハ宿題報告ノ 1m~ベ テ日 ク ． 交感神経中

／求心性刺戟停建道カ、·~J;i主中ニ於 -ti塵断セラ Jレルテ以ツア迷走~1111粧中幅ノ興奮札惣モ

低下シテ日出息、護作テ起ザサ’Jレナリト設明セリ， 此ノ 事ハ質験的並ピニ臨林的経験テ恭

礎トセル辻教侵ノ謬説ニヨリテ裏書 セラ JレJレ所ノモノナリ， 然リト雄勝来本問題ニ針

シテハ研究スベキ興味アJレ種々 ／ 題 Hハ街ホ残存セリ。

街頭部交感情ll粧切除術ノ酒≫if.症ト シテ 将来研究ヲ要スJレ所ノ モノハ産動｜生麻簿 ニ

剣・スノレ研究ニシテ木村敬義氏ハ下肢ノ 庇聖，..I~［：：肺簿ニ頭部交感神経切除術予行ヒ妓県ア

リ シ コトテ報；•r セリ 此 ノ手術結果テ央教授ハ批判シテ日ク， 錐鯉路ノ｜筆碍セラレタ

Jレ後ニ超 Jレ産車性肺痔ノ、錐臨路ノ代前トシテ交感神経性緊張ノ充準ニヨリ ア起Jレモノ
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ーシテ錐開路外運動神経ノ障碍ニヨツ テ来Jレ底母性肺時ニ於テハ交感神経性緊張ハ冗

準セズ。故ニ脳溢鼠（内嚢出血） ニ超Jレ半身不随症ノ｜努ハ悲観1~t:：麻簿ニシテ且ツ交感神

経性緊張ガ充進セルテ以ツテ此際頭部交感神経テ切除スル時ハ陸軍ノ税度予減退セシ

メ符Jレモノナリト解説セリ。

此ノ解説ハ元来横紋筋ハ脳脊髄神経ト交感情11粧トノ二重支配テ受ケ筋緊張ハ tトシ

テ交感神経ニヨリテ支配セラレ， 何レカ－1r1剃l維が損傷予受ク共ノ；機能ヵ・脱落スJレ

時ハ他方ノ刷l経ガ代償的ニ其ノ機能テ充準スルト云フ同氏ノ所謂横絞筋ノ二重神経司

配ノ準設ヨリ出デタ Jレモノナルモ交感神経ガ果シ テ横紋筋ノ緊張手司Jレヤ否ヤハ未グ

確定セル問題ニ非ラス・シテ現今営問題テ研究シツツアル世界ノ製者ハ賛否相字バスル

ノ欣憩ーアリ。

余等モ亦諸種ノ痘E惨事｜：廊療ニ針シテ顕部交感利i粧街i切除術ヲ行ヒシガ錐鰭路外運動

Jii1!1経障碍ニヨ Jレ痕酔'i~E麻樺ニ針シテハ何等ノ殻巣テ見ザリシモ脳溢血（内藤出血）後ニ

起レノレ宇身性痘酔｜生腕時三針 シテハ宇f；ニ著妓ラ見Jレヲ得タリ。 数年商1近畿外科集談曾

ニ教室員カ＼患者テ供覧セ シコトアリ。 イ旦シ此ノ際著蚊テ見ノレノ、上肢ニ非 ラズシテ常 ι

下肢ニ著：奴テ見Jレ。 木村氏モ :Jt レ故ニ下肢／痕書製，，~

ゴドラス咽。

今1隈リニ呉教俊等ノ唱フル交感刷l粧ガ横紋筋緊張テ司配シ偏難パ緊iif韓路障碍ニヨ

リ代償的ニ共ノ機能テ尤準 シ産酔l~l:麻樺テ起セ シモ ノト偲定ス Jレナレパ， 頭部交感神

経テ切除セパ共ノ殻果ハk肢ニ著明ニ出現シ下肢ニハ影響スル所砂ナ キ道理ナ リ。

何ントナレパ現今ノ解剖，組織事ノ知識ニ於テハ上肢ニ分命スル交感制1粧繊維ハ顕

部交感伊J1経節並ピニ上胸部交感榊経節ヨリ分布セラレ， 下肢ハ腰薦交感、市ir粧品百ヨリ分

オ1・セ ラJレJレモノナリト玉虫解ス。

然ルニ偏難ノ｜努頭部交感制l粧テ切除スJレ際観快テ見Jレハ常ニ下肢ニシテ l:J.肢ニ非ヨ

ズ。斯クf11.日キ事賓ハ女日何ニ説明スペキヤ街ホ勝＊ノ研究テ要スル所ナ Jレモ余ノ推察

スJレ所ハ恐ラク植物性利1粧脳脊髄耐11粧反射 （Vegetati ko-zerebrospinale Reflex）ノ影響ナ

)!.-，ぐシ。

植物性iJf~I経系統ニ開ス ）~研究ノ興組タル Langley ハ本系ノ下ニハ遁心性米柏市Ip純ノ

f存在ス Jレモ f ト考へ シガ， 現今ニテ ハ一般ニ内臓諸器官エ分布スル求心性ijilj1経テ モ

共ニ本系ニ脇ス Jレモノナ Jレ事明カトナレリ。従ツ テ脳脊髄市，，経系 ト，複雑ナル反射弓テ

成立..，.）レ事ニナレリ。此／櫨雑ナル反射テ大別シテ二種ニ区別シ得Jレナリ。共ノーツ

ハ植物性神経系ニ起Jレ刺戟ガ知莞ト シテ現ハルルモノ ニシテ（所謂内臓知費反射）, ~t 

／開係ハ Head,Mackenzi巴等ノ系統的ナル臨林的視察ア れ他ノ ーツハ本系ノ刺快ι
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ヨリ横紋筋ニ及ポス影響ナリ。例へパ腹部内臓疾患殊ニ共ノ疹痛テ件フモノニ於テ局

所的ニ腹筋ガ緊張シ，所謂 Defencemusculaireテ呈ス Jレ事ノ、周知ノ事寅ナリ。悲痛強

度ニナ Jレニ及ピテ軍ニ局所的ニ止7 ラスa 腹筋緊張ハ反針側ニ及ピ，進ニ全腹筋ノ

Def en田テ起ス事ハ屡々苦人ノ経験ス Jレ所ナリ。 夏ニ疹痛激烈ナルflキニハ濁リ腹筋ノ

緊張・増加ニ止7 ラズ四肢筋ノ畢縮テ来ス事アJレヲ知；i.-.,

植物性j神経系統ニハ斯ノ如キ骨絡筋ニ封スル反射作用テ右ス Jレテ以ツテ頭部交感；fi1!1

経テ切除ス Jレト云7大ナ Jレ操作テ施ス時ハ下肢筋ニ針シテ反射性影響テ輿フ Jレ事モ考

へ得ラレザル事ニ非ラス． シテ勝来興味アJレ研究問題ナリ。

以上腰薦交感神経節， 並ニ頭部交感帥粧品；iノ通路症並ニ手術的操作ニ就イテ論ジタ

ルモ胸部交感神経節献索ニ針シテハ寧ニ交通枝ニ向ツテ手術的操作テ加へタルモノア

jレモ之レガ切絵テ行へJレモノハ全世界テ遁ジテ未グ1・:1ツテ無キモノ／如シ。 但シ第1,

第2胸部交感ifi!j1経節，、星~i1ilj1経節ト共ニ切除セ Jレモノ アリ 。

然ルニ最近ニヨ三リ大津博士ハ肺結核ノ治捺ノ目的 7J;), -t 1宇部ヨリ脊柱側ニ皮切テ

カ日へ肋骨テ切除シ肋膜テ排除シ胸部交感神経節欣索ニ建シ上部教節ノ切除ニ成功 シ，

患者ノ穣後モ頗Jレ良好ナリ。何レ近々同氏ヨリ護表セ ラルノレ筈ナリ。

此ノ手術ハ向多数ノ症例Ji経験テ要スト雌モ， 共ノ ：創意ハ甚空興味アJレモ／ト言

ハザJレ可カラズ。 肺結接ニますシ胸廓成形手術ノ行ハJレ、今日背部ヨリ肋骨テ切除シ胸

廓テ縮小セシムル事共レ自開ガ肺結核ニ好影響テ及ポスノ iナラス訓胸部交感神経節蹴

索テ切除シテ肺循環テ可良ナラシメ以テ結綾／自然治癒テ促進セシ j ントスJレニア

リ。

肺循環ニ針スル交感神経ノ態度ハ四肢ニ於ナル末梢血管ニ樹スル態度ト ハ共ノ趣キ

テ異ニシテ或人ハ交感神経ヵー肺血管＝牧縮作用テ司配スト云ヒ叉或人ハ司配セス・ト云 ヒ

論議決セサソレ所ナルモ肺結按ニ針シテ此ノ種ノ 手術ノ行ハレタ Jレ事ハ終来ノ研究問題

トシテ最モ興味アJレ問題ノ ーツナリ。

以上交感紳経系統外科ノ ；意義目的テ通覧ス Jレニ従来ノ外科トハ大ニ共ノ趣ヰテ異ニ

セリ。従来ノ外科ハ主トシテ化膿竃ノ切開排膿ト病竃卸チ炎症，麗蕗，異物ノ切除乃

~摘出ナリ。 此ノ J結ニ閥シアハ， 無菌的手術ノ ；設建ト 1 レントグン1 ノ膝用ト相待チテ

長足ノ準歩テナン凡ソ身障ノ何レノ部分ト雌そ， 刀ノ建セザル所j照ク腹腔ハ言 7..＝.及

パズ胸腔，頭蓋腔ノ病竃 ト雌モ，皆之 レテ切除シア治癒セシメ得Jレコ至 レリ。而 シテ

共ノ方法モ物ニヨリテハ相官接雑ニシテ特種ノ技能テ要スルモノアリ。且ツ共ノ護達

ノ経路ユモ長年月テ要シ深遠ナ Jレ謬理 ノ路用ニ待ツモノアリ ト雑モ， 煎 ジ詩j レパ共

／目的タJレヤ草ニ病竃ノ切除ニ外ナラズシア自然科撃ノ道程ヨリ ）l；レ時ハ極メテ幼稚
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ノ：域テ脱セサソレナリ。 是ニ比シテ筋並ニ健ノ移植ーヨリテ庭用セ Jレ四肢ノ運動テ恢

復セシメ叉骨ノ移植ニヨリテ骨折癒合テ容易ナラシ j 叉皮庸ノ移植ニヨリテ種々ナル

整形的手術テ行フ等ハ手術其ノ物／難易ハ或ハ前者ニ比シテ容易ナ Jレモ ノア リト雄モ

手術ノ意義目的ヨリ論スソレ時ハ確ニ一歩ノ長アルモノト云ノ、.，..）レ可カ ラズ， 然リト

雌モ向ホ遺憾ナガ ラ臓器ノ ；機能ノ費制テ計リ， 以ツア生活機能テ困滑ナラシム Jレガ如

キ域ニ建セズ此ノ鈷ニ開シテハ交感紳粧系統外Fい、夏ニ一歩ノ長アJレモ ／ト－；：－ハザル

可ラズ。

え＊曽号E終似ノ目的ハ下I成的生理紙態ニ於テ疾病予治癒セシム Jレニアリ， 此／紡ヨ

リ 論ズ~）レ時ハ従来ノ外科的手術ナ ルモノハ曹製其ノ 物ノ目的ニ向ツテハ甚ダ不合理ナ

Jレ治療方法ニシテ決シテー汗人ノ理想ト スル治療方法ニ非ズ， 唯ダ現存ノ曹・製ノ準歩程

度ニ於ナル薬品， 細菌製剤，臓器製剤，等テ以ツア治癒セシメ能ハザ）f.,疾病ニ向ツテ

止ムラ得ズ刀テ振ヒ之レテ切除スル迄ノ事ニシテ醤務ノ進歩譲建ェ伴ヒテ漸次其ノ領

域ハ狭小セラル可キ性質ノモ／ナリ， 斯カル黙ヨリ視察スJレモ交感神経系統ノ外科ハ

臓器機能ノ費調ノ；属メニ起レJf.,疾患テ共ノ臓器ニ一指テ鰯JレJレ事ナク遠隔セ Jレ部位ニ

於テ共ノ司配需rj1経ナ Jレ交感神経テ切除シテ其ノ；機能ノ恢復テ計リ叉血管ノ充血作用テ

懸用シテ疾病テ治癒セシムルガ如キハ確ニ従来ノ外科的治療方法ニ比シテ新シキ理想、

エ近キ手術方法ト云ハザル可カラ スコ 而カモ安感情11粧ノ司配スル機能ハ既＝遁ベタル

ガ如ク再入ノ：生命保持ノ上ニ最モ重要ナJレ任務テ有スノレ綿テノ器官テ支配シ， Jl：ノ機

能ト シテ水分臨類，含水炭素蛋白， 脂肪等ノ ：新陳代謝ニ共ノ：影響ア輿へ叉内分泌鴨液

水素L 1才ン1濃度，温調節，内臓感費等ニ開興シ其ノ；影響スル所拡大ナリ。

勿シ遺憾ナガラ現今迄施行セラレツツアリシ交感納11純系統外科ノ令部ハ軍ニ交感i1i1l1

経ノ切断乃至切除ニヨリテ交感市中粧ノ仰建路テ遮断乙， 交感神経·l~f：緊張テ低下セ シ メ

ントスルノ 一方法二週ギずリキ内傍建路ノi塵斯ニ向ツテハ戎ハ氷結法テ用ヒ或ハ叉薬

品テJ:J， テ ス ルー， 二 ノ k；~／1;ハアリ シ 、ト雄モ結桜同一方法ニ遁ギグリキ。

然Jレニ滋ニ興味アJレ新知見ノ／＂HI見テ見タリ。自p'f Langley £＼：ハ迷走神経ト頭部交感

神経トテ切断 シ之テ結合 シテ癒着セシムルコト ニf&J力セリ。而jシテ此揚合ニ迷走i1i1l1粧

テ刺戟ス ）J.,時ハ瞳孔ノ散大テ＊七リ， rwチ交感11i1[1料ノ支配テ受ナ居 Jf.,瞳孔散大・筋ガ副

交感神経ノ ?iiiNii繊維ニヨツ テ祈動セシモノナリ， 叉氏ハ古利I粧 テ切断 シ共中植端ト頭

部交感紳粧（切断セ シ後）ノ 末桁端トテ癒合セ シメタ リ。 1-S布中経中ニハ鼓索前j1粧アリテ

血管扱張・テ司リ，交感神経中 ι ハ血管牧縮繊維ア リ， 然 Jレニ此際舌刷11経テ刺股スルー

血管fili張テ起サ ス・0 血竹：ノit士縮テ起セリ， 自日チ交感神経性術動モ副交感神経性衝動モ

根本的ニ異ナルモノニ アラズシテ， 共末柏、器官ノ終斗υ性質ニヨ リテ全然反射ノ興奮



伊藤，植物性1神経系統外科ノ過去ト将来 68i 

テ起シ得Jレモノナ Jレコトテ立誼セ h

此事ハ倫動物質験ノ if{!3闇ヲ股セサソレモ全然人類ニ感朋 シt'J-；レ可能性無キーシモ非ラ

ズ， 勿論－fRIJノ迷走神経テ切断スル時ノ、廻蹄神経肺痔テ起シー側聾帯ノ 麻捧ラ件 フモ

ー側ノ iノ揚合ニハ他側ニヨリテ或程度迄代償 シ得 71レ、モノナリ． 叉交感神経トノ

癒合ノ ：方法ニモ種々ナル組合セアリテ種々ナ Jレ移植法モ行ヒ得ラル、所ニ シテ終予~

之レガ研究テ達成 シ人類ニ底用シ得Jレニ至レパ V乱gotoniker ノ諸種ノ障害テ費ジテ

Sym pathikoton i ker トモナシ叉此反封ニ Sympathikotonik号rテ Vagotonikerニモ成シ得

ラJレ、所ニ シテ従ツ テ人類生命保持ノ上ニ重要ナル機能テ有 スJレ内臓諸器官ノ機能テ

モ盤調 シ得ラ Jレ、所ニシテ其貢献ス Jレ所甚大ナリ。

唯諸君ガ将来ノ研究努力テ待ツ J ；：。




